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十
勝
東
部
森
林
管

理
署
は
十
勝
森
林
計

画
区
の
北
東
部
に
位

置
し
、
中
央
を
十
勝

川
支
流
の
利と
し

別べ
つ

川
が

南
に
流
れ
て
い
ま

す
。

　

管
内
は
こ
の
川
に

沿
っ
て
陸
別
町
、
足

寄
町
及
び
本
別
町
の

市
街
地
が
発
達
し
、

農
業
・
林
業
の
一
次

産
業
を
中
心
と
し
た

地
域
に
広
が
る
、
約

十
三
万
㌶
の
国
有
林

を
十
六
の
森
林
事
務

所
で
管
理
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
昨
年
四
月
に

着
任
し
、
丸
一
年
が

過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
管
内
の
国
有
林

は
平
成
十
六
年
の
台
風
に
よ
る

被
害
木
処
理
を
終
え
て
、
い
よ

い
よ
復
旧
造
林
を
と
考
え
て
い

た
矢
先
の
平
成
十
八
年
秋
、
異

常
に
発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
る

風
倒
被
害
を
再
び
受
け
、
そ
の

被
害
木
調
査
と
そ
の
処
理
作
業

に
終
始
し
、「
と
に
か
く
慌
た

だ
し
い
一
年
だ
っ
た
」
と
い
う

の
が
実
感
で
す
。

　

今
春
も
ま
た
四
月
早
々
に
道

東
地
域
を
襲
っ
た
低
気
圧
、
足

寄
に
隣
接
す
る
陸
別
地
区
で
は

観
測
開
始
以
来
の
ド
カ
雪
と
猛

吹
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
自
然
の
猛

威
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く

森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
一
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
署
は
平
成
十
九
年
度
末
に

十
名
の
職
員
が
定
年
退
職
を
迎

え
ま
し
た
が
、
こ
の
十
年
程
の

間
に
職
員
の
平
均
年
齢
は
五
十

代
か
ら
一
気
に
三
十
代
と
な

り
、
各
分
野
で
技
術
の
継
承
が

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
中
、
年
度
初
め
の

安
全
会
議
で
は
、
伐
木
造
材
作

業
基
準
等
に
係
る
熱
の
こ
も
っ

た
勉
強
会
を
開
催
（
災
害
事
例

に
よ
る
原
因
分
析
等
）、
今
後

は
生
産
現
場
で
の「
作
業
仕
組
」

等
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
予
定

し
、
そ
の
対
策
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

当
地
で
の
単
身
赴
任
生
活
も

二
年
目
を
迎
え
、
日
々
、
ゴ
ミ

の
分
別
に
頭
を
悩
ま
せ
、
物
忘

れ
も
多
く
「
指
差
呼
称
」
を
繰

り
返
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
昨

今
で
す
が
、
七
月
に
は
地
球
環

境
問
題
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
す

る
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、

私
生
活
に
お
い
て
も
「
サ
ミ
ッ

ト
開
催
」
に
ふ
さ
わ
し
い
一
年

と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

子どもたちに緑の大切さを伝えています

署署署署 長長長長
雑雑雑雑 感感感感

十勝東部森林管理署
署　長

山　田　孝　信

今
年
こ
そ
自
然
の
猛
威
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く

森
林
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い

風
倒
被
害
に
悪
戦
苦
闘
の
一
年

足寄町から雌阿寒岳を遠望




